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(54)【発明の名称】 画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示領域を小さくすることなく小型化を図る
ことが可能な画像表示装置を提供する。
【解決手段】  アクティブ・マトリクス駆動方式の液晶
ディスプレイにおいて、ゲート線が、互いに電気的に接
続された入力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとにより
構成されている。入力用配線３１ａはデータ線３２と同
一の垂直方向に延在し、駆動用配線３１ｂは水平方向に
延在する。これにより、データ線３２とデータ線用ＩＣ
チップ２１との電気的な接続部と、ゲート線３１ａ，３
１ｂとゲート線用ＩＣチップ２２との電気的な接続部と
が、液晶パネル１０を介して上側と下側にそれぞれ設け
られている。従って、従来よりも水平方向の幅の狭い装
置を実現可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに対向する少なくとも一対の端部を
有すると共に、行及び列のマトリクス状に配された画素
アレイを有する表示部と、
前記画素アレイの各行に対応してそれぞれ形成され、前
記画素アレイのうち対応する行の画素の電極に第１の電
圧を供給する第１の配線と、
前記画素アレイの各列に対応してそれぞれ形成され、前
記画素アレイのうち対応する列の画素の電極に第２の電
圧を供給する第２の配線と、
前記第１の配線と電気的に接続され、前記第１の電圧の
供給を可能とする第１の電圧供給手段と、
前記第２の配線と電気的に接続され、前記第２の電圧の
供給を可能とする第２の電圧供給手段とを備えた画像表
示装置であって、
前記第１の配線と前記第１の電圧供給手段との電気的な
接続部、及び前記第２の配線と前記第２の電圧供給手段
との電気的な接続部が、前記表示部の互いに対向する一
対の端部の一方又は両方の側のみにそれぞれ設けられた
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  前記第１の配線及び前記第２の配線のう
ちの一方の配線が、対応する電圧供給手段との電気的な
接続部を有する入力用配線と、この入力用配線を介して
前記電圧供給手段と電気的に接続された駆動用配線とを
含んで構成されると共に、前記入力用配線と他方の配線
とが同一の方向に配設され、前記駆動用配線が前記入力
用配線と直交する方向に配設されたことを特徴とする請
求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】  前記入力用配線の一端が対応する電圧供
給手段との電気的な接続部であり、他端が前記駆動用配
線との電気的な接続部であると共に、前記画素アレイを
構成する各画素のうち前記入力用配線が存在する画素以
外の他の画素に、各画素の電気容量を調整するためのダ
ミー配線が形成されたことを特徴とする請求項２記載の
画像表示装置。
【請求項４】  前記ダミー配線が、ダミー配線に電圧を
供給する機能を有する他の配線に接続されたことを特徴
とする請求項３記載の画像表示装置。
【請求項５】  前記ダミー配線が、所定の前記駆動用配
線に接続されたことを特徴とする請求項３記載の画像表
示装置。
【請求項６】  前記画素の電極の少なくとも一部が入射
した光を反射する機能を有すると共に、この電極からの
反射光により画像が形成されることを特徴とする請求項
１ないし５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、互いに対向する少
なくとも一対の端部を有すると共に、行及び列のマトリ
クス状に配された画素アレイを有する表示部と、画素ア
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レイの各行に対応してそれぞれ形成され、画素アレイの
うち対応する行の画素の電極に第１の電圧を供給する第
１の配線と、画素アレイの各列に対応してそれぞれ形成
され、画素アレイのうち対応する列の画素の電極に第２
の電圧を供給する第２の配線と、第１の配線と電気的に
接続され、第１の電圧の供給を可能とする第１の電圧供
給手段と、第２の配線と電気的に接続され、第２の電圧
の供給を可能とする第２の電圧供給手段とを備えた画像
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、画像表示装置として液晶ディスプ
レイ（ＬＣＤ；liquid crystal display），プラズマデ
ィスプレイ（ＰＤＰ；plasma display panel），電界放
出型ディスプレイ（ＦＥＤ；field emission display）
又は有機ＥＬ（electroluminescence）ディスプレイな
どのフラットパネルディスプレイを備えた電子機器が急
速に普及している。中でも、液晶ディスプレイを備えた
電子機器の普及は著しく、その用途は多岐にわたってい
る。
【０００３】液晶ディスプレイとしては、従来、パネル
の背面に配設された光源（バックライト）からの光をフ
ィルタを通して表示する透過型のパネルを備えたものが
主流であったが、最近では、バックライトを必要とせ
ず、パネルの表面から入射した光を反射電極によって反
射させ、その反射光をフィルタを通して表示する反射型
のパネルを備えたものが注目されている。この反射型液
晶パネルは、高解像度かつ高輝度であると共に、低消費
電力であり、外光によるフラッシュアウトが少ないとい
う利点を有している。そのため、携帯電話機やＰＤＡ
（personal digitalassistants）など屋外で使用する用
途向けの市場の拡大が期待されており、小型軽量化の要
求が高まっている。
【０００４】図１１は、従来の液晶ディスプレイの構造
の一例を模式的に表すものであり、図１２は、この液晶
ディスプレイの駆動回路の構成を拡大して表すものであ
る。この液晶ディスプレイは、表示部１１０ａを有する
液晶パネル１１０と、液晶パネル１１０の周囲に配設さ
れた駆動部１２０とを備えている。
【０００５】液晶パネル１１０は、Ｍ行Ｎ列のマトリク
ス状に設けられた複数の画素電極１１３及び各画素電極
１１３を制御する薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴ（th
in film transistor）という。）１１７などが形成され
た駆動基板と、駆動基板に対向して配設され、カラーフ
ィルタ及び共通電極などが形成された対向基板とを備え
ており、これら基板の間に液晶層が保持されている。駆
動基板には、また、Ｍ行Ｎ列の画素電極１１３に対応し
て、一般に水平方向に延在するＭ本のゲート線（走査
線）１３１と、一般に垂直方向に延在するＮ本のデータ
線（ソース線）１３２とが形成されている。各ゲート線
１３１には所定のＴＦＴ１１７のゲート電極が電気的に
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接続されており、ゲート線１３１の一端部には端子１３
４がそれぞれ設けられている。各データ線１３２には所
定のＴＦＴ１１７のソース電極がそれぞれ電気的に接続
されており、ゲート線１３１と同様にその一端部には端
子１３３がそれぞれ設けられている。
【０００６】駆動部１２０は、ゲート線１３１を駆動す
るためのゲート線用ＩＣ（integrated circuit）チップ
を有しており、ゲート線用ＩＣチップの端子１２２はゲ
ート線１３１の端子１３４と電気的に接続されている。
駆動部１２０は、また、データ線１３２を駆動するため
のデータ線用ＩＣチップを有しており、データ線用ＩＣ
チップの端子１２１はデータ線１３２の端子１３３と電
気的に接続されている。
【０００７】このような構成を有する液晶ディスプレイ
では、ゲート線用ＩＣチップの端子１２２からゲート線
１３１の端子１３４に、循環的に順次走査電圧が供給さ
れる。一方、データ線用ＩＣチップの端子１２１からデ
ータ線１３２の端子１３３に、画像信号に応じて信号電
圧が選択的に供給される。また、共通電極には、所定の
電圧が常時供給される。従って、信号電圧は、順次走査
電圧が供給されてオン状態となったＴＦＴを介して画素
電極１１３に供給され、これにより共通電極と信号電圧
が供給された画素電極１１３との間の液晶層に電圧が印
加され、所望の画像表示がなされる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たような構成では、画像表示が正しく見えるように装置
を配置すると、既に述べたように、ゲート線は水平方向
に、データ線は垂直方向にそれぞれ延在することが多
い。その場合、ゲート線の端子に供給される電圧は表示
パネルの左側又は右側から入力され、データ線の端子に
供給される電圧は表示パネルの上側又は下側から入力さ
れることとなる。従って、ゲート線及びゲート線用ＩＣ
チップの端子が存在するゲート端子領域が表示パネルの
左側又は右側に、データ線及びデータ線用ＩＣチップの
端子が存在するデータ端子領域が表示パネルの上側又は
下側にそれぞれ設けられていた。すなわち、ゲート端子
領域とデータ端子領域とが互いに直交する方向に設けら
れていた。そのため、装置が大型化してしまうという問
題があった。特に、一般的な画像表示装置は垂直（上
下）方向よりも水平（左右）方向に長く構成されてお
り、水平方向に端子領域が存在するために、装置を小型
化し、かつ表示部の水平方向の幅を大きくするという要
求に十分に応えることができなかった。
【０００９】本発明はかかる問題点に鑑みてなされたも
ので、その目的は、表示領域を小さくすることなく小型
化を図ることが可能な画像表示装置を提供することにあ
る。
【００１０】
【発明を解決するための手段】本発明による画像表示装
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置は、第１の配線と第１の電圧供給手段、及び第２の配
線と第２の電圧供給手段との電気的な接続部が、表示部
の互いに対向する一対の端部の一方又は両方の側のみに
それぞれ設けられたことを特徴としている。
【００１１】本発明による画像表示装置では、表示部の
対向する一対の端部の一方の側において第１の電圧供給
手段から第１の配線に所定の電圧が供給され、これに基
づいて、第１の配線から画素アレイの各行を構成する各
画素に第１の電圧が供給される。また、表示部の対向す
る一対の端部の一方又は他方の側において第２の電圧供
給手段から第２の配線に所定の電圧が供給され、これに
基づいて、第２の配線から画素アレイの各列を構成する
各画素に第２の電圧が供給される。
【００１２】また、本発明の画像表示装置では、第１の
配線及び第２の配線のうちの一方の配線が、対応する電
圧供給手段との電気的な接続部を有する入力用配線と、
この入力用配線を介して電圧供給手段と電気的に接続さ
れた駆動用配線とを含んで構成されると共に、入力用配
線と他方の配線とが同一の方向に配設され、駆動用配線
が入力用配線と直交する方向に配設されていることが好
ましい。その場合には、入力用配線を有する配線に対応
する電圧供給手段から入力用配線に所定の電圧が供給さ
れ、入力用配線から駆動用配線に電圧が供給される。
【００１３】更に、本発明の画像表示装置では、入力用
配線の一端が対応する電圧供給手段との電気的な接続部
であり、他端が駆動用配線との電気的な接続部であると
共に、画素アレイを構成する各画素のうち入力用配線が
存在する画素以外の他の画素に、各画素の電気容量を調
整するためのダミー配線が形成されていることが好まし
い。このダミー配線により、各画素における容量が略均
一化される。
【００１４】ダミー配線は、例えば、ダミー配線に電圧
を供給する機能を有する他の配線に接続されている。ま
た、所定の駆動用配線に接続されていてもよい。
【００１５】更に、上述した電極の少なくとも一部が入
射した光を反射する機能を有し、電極からの反射光によ
り画像が形成されることが好ましい。これにより、高解
像度かつ高輝度の画像表示装置が実現される。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】［第１の実施の形態］図１は、本発明の第
１の実施の形態に係る画像表示装置としての液晶ディス
プレイ（具体的には、後述する液晶パネル１０）の断面
構成を模式的に表すものであり、図２は、本実施の形態
に係る液晶ディスプレイの特徴部分である配線の要部構
成を表すものである。また、図３は、本実施の形態に係
る液晶ディスプレイの駆動回路の要部構成を表すもので
ある。この液晶ディスプレイは、表示部を１０ａを有す
る液晶パネル１０と、この液晶パネル１０の周囲の配設
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された電圧供給手段としてのＩＣチップ２１，２２（図
２）とを備えている。
【００１８】液晶パネル１０（表示部１０ａ）は、絶縁
層１２を介して複数の画素電極１３が形成された駆動基
板１１と、この駆動基板１１に対して所定の間隔をもっ
て対向配置されると共に、駆動基板１１側に共通電極１
５及び図示しないカラーフィルタが形成された対向基板
１６とを備えており、これら駆動基板１１と対向基板１
６との間には液晶層１４が保持されている。なお、これ
は表示部１０ａが互いに対向する少なくとも一対の端部
を有している構造である。画素電極１３は、例えばアル
ミニウム（Ａｌ）などの反射機能を有する材料により構
成されており、単位画素（サブピクセル）毎に例えばＭ
行Ｎ列のマトリクス状に配置され、各画素電極１３に対
応して絶縁層１２の内部に形成されたスイッチング素子
としてのＴＦＴ１７の例えばドレイン電極に電気的に接
続されている。すなわち、この液晶パネル１０は反射型
の構造となっている。なお、ＴＦＴ１７としては、所謂
トップゲート型及びボトムゲート型のいずれを用いるこ
とも可能である。
【００１９】画素電極１３に対応してマトリクス状に配
置されたＴＦＴ１７のゲート電極は、各行毎に第１の配
線としてのゲート線、具体的には後述する駆動用配線３
１ｂに電気的に接続されている。また、ＴＦＴ１７のソ
ース電極は、各列毎に第２の配線としてのデータ線３２
に電気的に接続されている。
【００２０】ここでは、既に述べたように画素電極１３
がＭ行Ｎ列のマトリクス状に配置されているので、Ｎ本
のデータ線３２が列方向（垂直方向）に延在しており、
これらＮ本のデータ線３２は、絶縁層１２の内部に形成
されている。各データ線３２の一方の端部、ここでは図
２及び図３における上側の端部には、データ線端子３３
が設けられている。データ線端子３３は、液晶パネル１
０（表示部１０ａ）のデータ線端子３３形成位置と同じ
側に各データ線端子３３に対応してそれぞれ形成された
データ線用ＩＣチップ（第１の電圧供給手段）の出力端
子２１に、例えば異方性導電材料を介して電気的に接続
されている。すなわち、ここでは、データ線３２とデー
タ線用ＩＣチップとの電気的な接続部は、図２及び図３
における垂直方向上側に設けられている。
【００２１】ゲート線は、画素電極１３に対応してＭ本
の入力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとを有してい
る。各入力用配線３１ａは、データ線３２と同一の方
向、ここでは垂直方向に延在している。一方、各駆動用
配線３１ｂは、入力用配線３１ａと直交する列方向（水
平方向）に延在している。なお、ここで入力用配線３１
ａと直交する方向とは、実質的に直交する方向について
も含んでいる。これら入力用配線３１ａ及び駆動用配線
３１ｂは共に、絶縁層１２の内部に形成されている。入
力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとは、それぞれ１本

6
ずつが対応しており、対応する一対の配線は、導電性材
料が充填された図示しないコンタクトホール（スルーホ
ール）により電気的に接続されている。また、対応して
いない入力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとは、電気
的に絶縁されている。ちなみに、本実施の形態では、入
力用配線３１ａ，駆動用配線３１ｂ，コンタクトホール
及びデータ線３２が全て画素電極１３と駆動基板１１と
の間に設けられているので、開口率が低下することがな
く、光学特性に優れている。
【００２２】なお、この液晶ディスプレイでは、隣接す
る駆動用配線３１ｂ及びデータ線３２により囲まれた領
域が単位画素に対応しており、これが集まって画素，画
素アレイを構成し、表示部をなしている。また、本発明
における「画素」は、単位画素も含んでいる。
【００２３】各入力用配線３１ａの、データ線端子３３
が設けられた側と反対側（ここでは図２及び図３におけ
る下側）の端部には、ゲート線端子３４が設けられてい
る。ゲート線端子３４は、液晶パネル１０（表示部１０
ａ）の入力用配線３１ａ形成位置と同じ側に各入力用配
線に対応してそれぞれ形成されたゲート線用ＩＣチップ
（第２の電圧供給手段）の出力端子２２に、例えば異方
性導電材料を介して電気的に接続されている。すなわ
ち、ここでは、ゲート線３１ａ，３１ｂとゲート線用Ｉ
Ｃチップとの電気的な接続部は、図２及び図３における
垂直方向下側に設けられている。このように、本実施の
形態の液晶ディスプレイでは、データ線３２とデータ線
用ＩＣチップとの電気的な接続部と、ゲート線３１ａ，
３１ｂとゲート線用ＩＣチップとの電気的な接続部と
が、液晶パネル１０の表示部１０ａの対向する一対の端
部の両方の側に設けられている。より具体的には、ゲー
ト線端子３４とデータ線端子３３とが、液晶パネル１０
を介して上側と下側にそれぞれ設けられている。従っ
て、従来よりも液晶ディスプレイの水平方向の幅が狭く
なっている。
【００２４】このような構成を有する液晶ディスプレイ
は、次のように動作する。
【００２５】この液晶ディスプレイでは、図示しない電
圧回路から共通電極１５に常時所定の電圧が印加され
る。ゲート線用ＩＣチップは、ゲート線端子３４との電
気的な接続部において所定の電圧を入力用配線３１ａに
供給する。この電圧は、スルーホール内部を介して駆動
用配線３１ｂに供給される。これにより、ゲート線３１
１ａ，３１ｂは電圧の供給が可能となり、スルーホール
内部，駆動用配線３１ｂを経てＴＦＴ１７のゲート電極
に電圧が供給される。より具体的には、１走査選択期間
を１周期として、その１周期毎に１つの走査パルスがゲ
ート電圧（第１の電圧）として対応する行のＴＦＴ１７
のゲート電極に供給される。ＴＦＴ１７のゲート電極に
オンレベルの電圧が供給されている間は、ＴＦＴ１７が
オン状態となり、ＴＦＴのソース電極とドレイン電極と
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7
の間が導通状態となる。
【００２６】また、データ線用ＩＣチップは、図示しな
い電圧回路から画像信号を受け取り、受け取った画像信
号に応じた電圧に変換する。そののち、この電圧をデー
タ線端子３３との電気的な接続部においてデータ線３２
に供給する。これにより、データ線３２は電圧の供給が
可能となり、ＴＦＴ１７のソース電極に信号電圧（第２
の電圧）を供給する。この信号電圧は、ＴＦＴ１７がオ
ン状態になると、このＴＦＴ１７を経て対応する画素電
極１３に供給される。その結果、共通電極１５と信号電
圧が供給された画素電極１３との間の液晶層１４に電圧
が印加され、液晶層１４が駆動し、表示部１０ａに画像
が表示される。
【００２７】このように本実施の形態に係る液晶ディス
プレイによれば、データ線３２とデータ線用ＩＣチップ
との電気的な接続部と、ゲート線３１ａ，３１ｂとゲー
ト線用ＩＣチップとの電気的な接続部とを、液晶パネル
１０の表示部１０ａを介して対向する垂直上下方向にそ
れぞれ設けるようにしたので、水平方向における端子形
成領域が不要であり、これら電気的な接続部が互いに直
交する方向に存在する場合に比べて、表示領域を小さく
することなく一方の方向について寸法を小さくすること
ができる。
【００２８】［第２の実施の形態］図４は、本発明の第
２の実施の形態に係る画像表示装置としての液晶ディス
プレイの駆動回路の要部構成を表すものである。この液
晶ディスプレイは、入力用配線３１ａの構成が異なるこ
とを除き、他は第１の実施の形態に係る液晶ディスプレ
イと同一の構成を有している。よって、ここでは入力用
配線３１ａについてのみ詳細に説明する。
【００２９】入力用配線３１ａは、絶縁層１２の内部に
おいてデータ線３２と同一の方向に画素電極に対応して
Ｎ本設けられており、そのデータ線端子３３が設けられ
た側と反対側の一端部には、ゲート線端子３４が設けら
れている。この入力用配線３１ａは、駆動用配線３１ｂ
とそれぞれ１本ずつが対応しており、これらの対応する
一対の配線は電気的に接続され、それ以外は絶縁されて
いる。なお、図４においては、第２行及び第３行に対応
する入力用配線３１ａを取り出して示している。
【００３０】一方、本実施の形態の入力用配線３１ａが
第１の実施の形態と大きく異なる点は、その長さ（パタ
ーニング）である。具体的には、入力用配線３１ａの他
端部（ゲート線端子３４が設けられた端部と反対側の端
部）が、対応する入力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂ
との電気的な接続部であり、第１の実施の形態の入力用
配線３１ａにおける駆動用配線３１ｂとの電気的な接続
部以降の部分が切断された形となっている。なお、ここ
では、入力用配線３１ａの駆動用配線３１ｂとの電気的
な接続部とは、コンタクトホールを介して物理的に入力
用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとが接続されている部

8
分を指す。
【００３１】このように本実施の形態によれば、第１の
実施の形態と同様に、表示領域を小さくすることなく一
方の方向について液晶ディスプレイの寸法を小さくする
ことができる。また、入力用配線３１ａの他端部を、対
応する駆動用配線３１ｂとの電気的な接続部とするよう
にしたので、表示部全体として入力用配線３１ａと駆動
用配線３１ｂとが交差する箇所を少なくすることができ
る。よって、液晶パネル１０の消費電力を低減すること
ができる。
【００３２】ところで、各単位画素にはゲート線３１
ａ，３１ｂやデータ線３２や電極などが形成されている
ため、電気容量が存在する。図５及び図６は、第１の実
施の形態及び第２の実施の形態に係る液晶ディスプレイ
における等価回路についてそれぞれ表すものである。電
気容量としては、画素電極１３と共通電極１５との間の
画素容量Ｃ

ＬＣ
（図示せず）の他に、例えば、付加容量

Ｃ
ｓ
（付加容量Ｃ

ｓ１
は、画素電極１３と駆動用配線３

１ｂとの間に形成される容量）及びＴＦＴ１７のゲート
電極とドレイン電極との間の寄生容量Ｃ

ｇｄ
（寄生容量

Ｃ
ｇｄ１
は、ＴＦＴ１７のゲート電極とこのゲート電極

が電気的に接続された駆動用配線３１ｂとの間に形成さ
れる容量）が形成される。なお、これらの容量は、各単
位画素の明るさを互いに等しくする場合には、各単位画
素においてほぼ同じ値である。ちなみに、隣接する画素
電極間のカップリング容量が存在する場合もあるが、こ
のカップリング容量は、後述するキックバック電圧には
影響を及ぼさないものである。
【００３３】図５から分かるように、第１の実施の形態
においては、第２行第３列及び第３行第２列の画素で
は、画素電極と入力用配線３１ａとの間に付加容量Ｃ

Ｓ２
が形成される。この付加容量Ｃ

Ｓ２
は、当該画素内

に存在する入力用配線３１ａに供給される電圧とＴＦＴ
１７のゲート電極に供給されるゲート電圧とが異なる場
合に形成されるものである。すなわち、例えば第２行第
３列の画素では、ゲート電圧は、第２列の領域に設けら
れている入力用配線３１ａからゲート電極に供給される
ので、第３列の領域に設けられた入力用配線３１ａに供
給される電圧とゲート電圧とが異なり、付加容量Ｃ

Ｓ２

が形成される。
【００３４】また、第２行第２列及び第３行第３列の画
素では、画素電極と入力用配線３１ａとの間に寄生容量
Ｃ
ｇｄ２
が形成される。この寄生容量Ｃ

ｇｄ２
は、当該

画素内に存在する入力用配線３１ａに供給される電圧と
ＴＦＴ１７のゲート電極に供給されるゲート電圧とが等
しい場合に形成されるものである。すなわち、例えば第
２行第２列の画素では、ゲート電圧は、第２列の領域に
設けられている入力用配線３１ａから供給されるので、
画素内に存在する入力用配線３１ａに供給される電圧と
ゲート電圧とが等しく、寄生容量Ｃ

ｇｄ２
が形成され
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る。
【００３５】液晶ディスプレイの動作時に、ＴＦＴ１７
がオフ状態であれば、理想的には画素電極１３はＴＦＴ
から電気的に絶縁されているが、実際には、寄生容量Ｃ

ｇｄ１
，Ｃ

ｇｄ２
に起因してゲート電極に電圧が印加さ

れるために影響を受けてしまう。具体的には、ＴＦＴ１
７がオン状態からオフ状態に変化すると、画素電極の電

10
圧は、下記の数式（１）に示す電圧分（以下、キックオ
フ電圧という。）ΔＶ

ｃ
だけ変化する（突き抜け現象又

はフィールドスルー現象）。この画素電極の電圧の変化
が表示部１０ａ内で異なると、画質の低下を招くことと
なるので、キックオフ電圧ΔＶ

ｃ
の表示部１０ａ内にお

ける差の発生を防止することが好ましい。

ΔＶ
ｃ
 ＝ Ｃ

ｇｄ
 ／（Ｃ

ｇｄ
＋Ｃ

ｓ
＋Ｃ

ＬＣ
）×ΔＶ

Ｇ
      …（１）

ここで、ΔＶ
Ｇ
はゲート電圧のオンレベルとオフレベル

との差であり、Ｃ
ｓ
＝Ｃ

ｓ１
＋Ｃ

ｓ２
，Ｃ

ｇｄ
＝Ｃ

ｇｄ１
＋Ｃ

ｇｄ２
である。

【００３６】また、第２の実施の形態（図６）では、入
力用配線３１ａに駆動用配線３１ｂとの接続ポイント以
降の部分が存在しないので寄生容量Ｃ

ｇｄ２
は形成され

ないが、入力用配線３１ａが存在しない単位画素おいて
は付加容量Ｃ

Ｓ２
が形成されない。従って、単位画素に

よって付加容量Ｃ
ｓ
が異なってしまい、キックオフ電圧

ΔＶ
ｃ
に差が発生してしまう。

【００３７】そこで、以下に、各単位画素におけるキッ
クオフ電圧ΔＶ

ｃ
の差の発生を防止することができる配

線方法について説明する。
【００３８】［第３の実施の形態］図７は、本発明の第
３の実施の形態に係る画像表示装置としての液晶ディス
プレイの駆動回路の要部構成を表すものである。この液
晶ディスプレイは、更にダミー配線４１とこのダミー配
線４１に電圧を供給するためのダミー入力用配線４２と
を備えたことを除き、他は第２の実施の形態に係る液晶
ディスプレイと同一の構成を有している。よって、ここ
では同一構成部分の詳細な説明を省略する。
【００３９】ダミー配線４１は、上述した各単位画素に
おけるキックオフ電圧ΔＶ

ｃ
の差の発生を防止すること

を目的として各単位画素の電気容量を調整するために形
成されている。ダミー配線のパターンとしては種々のパ
ターンが考えられるが、図７に示した例では、ダミー配
線４１は、入力用配線３１ａが存在しない単位画素、す
なわちゲート線端子側からみて入力用配線３１ａと駆動
用配線３１ｂとの電気的な接続部以降において、例えば
入力用配線３１ａと一直線をなすように、各列に１本ず
つ設けられている。各ダミー配線４１は、例えば表示部
の外側において駆動用配線３１ｂと同一方向に延在する
ダミー入力用配線４２に電気的に接続されている。ちな
みに、各ダミー配線４１と対応する入力用配線３１ａと
は、電気的に絶縁されている。
【００４０】ダミー入力用配線４２の一端部には端子４
３が設けられており、この端子４３を介して、共通電極
に供給される電圧、又はＴＦＴ１７のゲート電極に供給
されるオフレベルの電圧などの所定の電圧がダミー入力
用配線４２に供給されるようになっている。ダミー入力
用配線４２に供給される電圧は特に限定されるものでは
ないが、後述する付加容量Ｃ

Ｓ２
’を精確に形成するた

めには、ダミー入力用配線４２が新規の電圧源ではなく
既存の何らかの電圧源に接続されていることが必要であ
る。従って、液晶パネルに必ず供給される電圧であると
いう点で、上述した共通電極に供給される電圧や、ＴＦ
Ｔ１７のゲート電極に供給されるオフレベルの電圧など
が適当である。なお、ここでは端子４３が水平方向右側
に設けられているが、この端子を垂直方向上側又は下側
に配設することも勿論可能である。
【００４１】この配線パターンでは、第３行第２列の単
位画素には、第２の実施の形態と同様に、画素電極と入
力用配線３１ａとの間に付加容量Ｃ

Ｓ２
が形成される。

また、他の３つの画素には、画素電極とダミー配線４１
とが対向配置されたことにより、画素電極とダミー配線
４１との間に第３行第２列の単位画素と同じ容量の付加
容量Ｃ

Ｓ２
’が形成される。上述した付加容量Ｃ

Ｓ２
，

Ｃ
Ｓ２
’の形成は、ここで説明した４つの画素以外の他

の単位画素についても同様であり、このようにダミー配
線４１をパターニングすることにより、各画素のキック
オフ電圧ΔＶ

ｃ
が実質的に等しくなる。

【００４２】このように本実施の形態に係る液晶ディス
プレイによれば、ダミー配線４１を設けることにより、
付加容量Ｃ

Ｓ２
が形成されない単位画素に付加容量Ｃ

Ｓ２
’を形成して各単位画素の電気容量を調整するよう
にしたので、第１の実施の形態で述べた効果に加えて、
各単位画素のキックオフ電圧ΔＶ

ｃ
を実質的に等しくす

ることができる。よって、液晶パネルにおけるちらつき
（フリッカ）や焼き付きなどの画質の低下を防止するこ
とができる。
【００４３】［第４の実施の形態］図８は、本発明の第
４の実施の形態に係る画像表示装置としての液晶ディス
プレイの駆動回路の要部構成を表すものである。本実施
の形態は、第３の実施の形態と同様に、ダミー配線を用
いて各画素の容量を調整する場合における配線方法に関
するものである。
【００４４】本実施の形態では、ダミー配線４１は、ゲ
ート線端子側からみて入力用配線３１ａと駆動用配線３
１ｂとの電気的な接続部以降において、例えば入力用配
線３１ａと一直線をなすように各単位画素毎に設けられ
ている。各ダミー配線４１は、当該単位画素の対応する
行（ＴＦＴが接続された行）の駆動用配線３１ｂよりも
１行上の駆動用配線３１ｂに電気的に接続されている。
【００４５】この配線パターンでは、第３の実施の形態
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11
と同様に、第３行第２列の単位画素については、画素電
極と入力用配線３１ａとの間に付加容量Ｃ

Ｓ２
が形成さ

れ、他の３つの単位画素について、画素電極とダミー配
線４１との間に第３行第２列の単位画素と同じ容量Ｃ

Ｓ２
’が形成される。

【００４６】このように本実施の形態に係る液晶ディス
プレイによれば、第３の実施の形態と同様に、第１の実
施の形態で述べた効果に加えて、画質の低下を防止する
ことができる。また、第３の実施の形態のように、ダミ
ー配線に電圧を供給するための入力用配線を別途設ける
必要がないので、より簡易な構成とすることができる。
更に、ダミー配線４１が駆動用配線３１ｂと交差するこ
とがないので、絶縁層１２（図１）が破壊されて欠陥が
発生するおそれがなく、信頼性の高い液晶ディスプレイ
を実現することができる。
【００４７】なお、上記第４の実施の形態では、ゲート
線端子３４を垂直方向下側に設けて、ダミー配線４１
を、当該画素の対応する行の駆動用配線３１ｂよりも１
行上の駆動用配線３１ｂに電気的に接続するようにした
が、ゲート線端子を垂直方向上側に設けて、ダミー配線
を、当該画素の対応する行の駆動用配線よりも１行下の
駆動用配線に電気的に接続するようにしてもよい。その
場合、駆動回路の構成は、図８に示した回路の天地を逆
にした構成となる。
【００４８】［第５の実施の形態］図９は、本発明の第
５の実施の形態に係る画像表示装置としての液晶ディス
プレイの駆動回路の要部構成を表すものである。本実施
の形態は、第３及び第４の実施の形態と同様に、ダミー
配線を用いて各画素の容量を調整する場合における配線
方法に関するものである。
【００４９】上述した第１～第４の実施の形態では、Ｔ
ＦＴ１７のゲート電極の上に付加容量を重畳させる所謂
Ｃ

ｓ
オンゲート構造により付加容量Ｃ

ｓ１
が形成されて

いたが、本実施の形態では、付加容量Ｃ
ｓ１
は、専用の

配線（付加容量線４４）が別途設けられた所謂Ｃ
ｓ
独立

構造により形成される。この付加容量線４４は、画素ア
レイの各行毎に駆動用配線３１ｂと同一の方向に形成さ
れており、共通電極に供給される電圧、又はＴＦＴ１７
のゲート電極に供給されるオフレベルの電圧などの所定
の電圧が供給されるようになっている。
【００５０】ダミー配線４１は、ゲート線端子側からみ
て入力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとの電気的な接
続部以降において、例えば入力用配線３１ａと一直線を
なすように各単位画素毎に設けられている。各ダミー配
線４１は、対応する行の付加容量線４４に電気的に接続
されている。
【００５１】この配線パターンでは、各単位画素におい
て、画素電極と付加容量線４４との間に付加容量Ｃ

Ｓ３

が形成される。また、第３行第２列の単位画素について
は、入力用配線３１ａと画素電極１３との間に付加容量
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Ｃ
Ｓ２
が形成され、他の３つの単位画素について、ダミ

ー配線４１と画素電極１３との間に第３行第２列の画素
と同一の容量Ｃ

Ｓ２
’が形成される。

【００５２】このように本実施の形態によれば、第３及
び第４の実施の形態と同様に、第１の実施の形態で述べ
た効果に加えて、画質の低下を防止することができる。
また、第４の実施の形態と同様に、信頼性の高い液晶デ
ィスプレイを実現することができる。
【００５３】以上、実施の形態を挙げて本発明を説明し
たが、本発明は上記実施の形態に限定されるものではな
く、種々変形可能である。例えば、上記実施の形態で
は、データ線３２とデータ線用ＩＣチップとの電気的な
接続部と、ゲート線３１ａ，３１ｂとゲート線用ＩＣチ
ップとの電気的な接続部とを、液晶パネル１０の表示部
１０ａを介して対向する垂直上下方向にそれぞれ設ける
場合について説明したが、液晶パネル１０の表示部１０
ａを介して対向する水平（左右）方向にそれぞれ設ける
ようにしてもよい。
【００５４】また、上記実施の形態では、ゲート線が入
力用配線３１ａと駆動用配線３１ｂとを有している場合
について説明したが、必ずしも２本の配線を有している
必要はない。例えば、図１０に模式的に示したように、
表示部１０ａにおいてゲート線３１が水平方向に延在す
る場合に、ゲート線３１とゲート線用ＩＣチップとの電
気的な接続部を表示パネル１０の垂直方向上側に設け、
表示パネル１０の表示部１０ａ以外のシール領域１０ｂ
などを利用して表示部１０ａ内でゲート線３１が水平方
向に延在する構成とすることもできる。
【００５５】更に、上記実施の形態では、ゲート線につ
いての電気的な接続部と、データ線についての電気的な
接続部とを、表示部１０ａを介して対向する位置にそれ
ぞれ設ける場合について説明したが、これらは、表示部
１０ａの対向する一対の端部の一方の側のみに設けるよ
うにしてもよい。
【００５６】更に、上記実施の形態では、第１の配線が
ゲート線であり、第２の配線がデータ線である場合につ
いて説明したが、第１の配線がデータ線であり、第２の
配線がゲート線である場合についても同様に適用するこ
とができる。
【００５７】更に、上記実施の形態では、スイッチング
素子としてＴＦＴを用いるようにしたが、ＭＯＳＦＥＴ
（metal oxide semiconductor-field effect transisto
r）などの他のスイッチング素子を用いるようにしても
よい。また、上記第１～第４の実施の形態では、所謂Ｃ

ｓ
オンゲート構造により付加容量Ｃ

ｓ１
が形成されるよ

うにしたが、付加容量Ｃ
ｓ１
は、上記第５の実施の形態

において説明した所謂Ｃ
ｓ
独立構造により形成されるよ

うにしてもよい。また、上記実施の形態では、スイッチ
ング素子を利用した所謂アクティブ・マトリクス駆動方
式の装置について説明したが、スイッチング素子を利用
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しない所謂パッシブ・マトリクス駆動方式の装置につい
ても適用することができる。
【００５８】更に、上記実施の形態では、画素電極が反
射機能を有する反射型の液晶パネル１０を用いるように
したが、透過型など他の構造の液晶パネルを用いるよう
にしてもよい。また、反射型の部分と透過型の部分とが
混在した構造（半透過型）の液晶パネルを用いるように
してもよい。
【００５９】更に、上記実施の形態では、対向基板１６
に図示しないカラーフィルタが形成された場合について
説明したが、カラーフィルタは必ずしも形成されている
必要はない。
【００６０】加えて、上記実施の形態では、画像表示装
置の一例として液晶ディスプレイを挙げて説明したが、
本発明は、マトリクス状に配置された画素アレイを有す
る表示部を備えた他の画像表示装置に広く適用すること
ができる。このような画像表示装置としては、例えば、
プラズマディスプレイ，電界放出型ディスプレイ及び有
機ＥＬディスプレイが挙げられる。
【００６１】
【発明の効果】以上説明したように請求項１ないし６の
いずれか１項に記載の画像表示装置によれば、第１の配
線と第１の電圧供給手段との電気的な接続部、及び第２
の配線と第２の電圧供給手段との電気的な接続部を、表
示部の対向する一対の端部の一方又は両方の側のみにそ
れぞれ設けるようにしたので、これら電気的な接続部が
互いに直交する方向に存在する場合に比べて、表示領域
を小さくすることなく一方の方向について寸法を小さく
することができるという効果を奏する。
【００６２】特に、請求項３ないし５のいずれか１項に
記載の画像表示装置によれば、画素アレイを構成する各
画素のうち入力用配線が存在する画素以外の他の画素
に、各画素の電気容量を調整するためのダミー配線を形
成するようにしたので、各画素における容量を略均一化
することができ、画質の低下を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置
の構成を表す断面図である。
【図２】図１に示した画像表示装置の配線の要部を表す
構成図である。
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【図３】図１に示した画像表示装置の駆動回路の要部を
表す構成図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る画像表示装置
の駆動回路の要部を表す構成図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置
の等価回路を表す回路図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る画像表示装置
の等価回路を表す回路図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態に係る画像表示装置
の等価回路を表す回路図である。
【図８】本発明の第４の実施の形態に係る画像表示装置
の等価回路を表す回路図である。
【図９】本発明の第５の実施の形態に係る画像表示装置
の等価回路を表す回路図である。
【図１０】本発明に係る他の画像表示装置の配線の要部
を表す概念図である。
【図１１】従来の画像表示装置の配線の要部を表す構成
図である。
【図１２】従来の画像表示装置の駆動回路の要部を表す
構成図である。
【符号の説明】
１０…液晶パネル
１１…駆動基板
１２…絶縁層
１３…画素電極
１４…液晶層
１５…共通電極
１６…対向基板
１７…ＴＦＴ
２１…データ線用ＩＣチップの出力端子
２２…ゲート線用ＩＣチップの出力端子
３１ａ…入力用配線
３１ｂ…駆動用配線
３２…データ線
３３…データ線端子
３４…ゲート線端子
４１…ダミー配線
４２…ダミー入力用配線
４４…付加容量線
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